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研究の要約
教育課程審議会の ｢答申｣には. ｢基本的な概念及び原理 ･法則の理
解と基礎的な技脂の習熟を図るとともに,その過程を通 して,それらを
十分に活用できるようにし, - ｣と記されており ｢原理 ･法則を油川
する力｣を盃視する方向が示されている｡
これは.子ども自らが算数を学ぶうえで. ｢原理 ･法則を活用する力｣
が原動力となると考えられるからである｡
そこで,｢原理 ･法則をは用する力｣を育てるためにどのような指導
の工夫をすればよいかを第3学年 ｢かけ井 (2)｣:の実践授業をもとに
光明する｡
1 研究の目的
本研死の目的である ｢原理 ･法則を活用
する力｣を子どもに身につけさせることは
｢主体的に学習する力｣を育てることに外
ならない.それは,次のような理由である｡
｢原理 ･法則を活用する力｣は,成習の井
数の原理 ･法則を活用して新しい算数の原
理 ･法則を創りだしていく中で身につけて
いく力であり,この力を身につけることで.
子ども自らが既習の原理 ･法則を活用 して
新しい算数の原理 ･法則を創りだしていく
ことができるようにfi,るOこれこそ ｢主体
的に学習する力｣そのものであると考える
からである｡
算数を学習するうえでの原動力ともいえ
る ｢原理 ･法則を活用する力｣は,原理 ･
法別を知らせるだけの授業を練り返してい
たのでは身につけさせることはできない｡
本研先では,第3学年 ｢かけ算 (2)｣
に焦点をあてて ｢原理 ･法則を活用する力｣
を育てる有効な指頚方法を探っていきたい
と考えた｡
2 研究の内容
(1)｢原理 ･法則を活用する力｣とは
何か｡
｢かけ算 (2)｣ (第3芋咋)のjJb-ti
で ｢原理 ･法則を活Jf]する力｣とは,尭
数が2位数の計算では,十進位取り記数
法のしくみとかけ算ノL九を活用するjJだ
と考える｡
例えば,25×30の計算では,30を3の
】0倍と考え,25×30-25×(3×10)-
(25×3)×10と計算していくことである｡
(2)｢原理 ･法則を活用する力｣を
育てる指導方法
Q)乗敬の数値の工夫をする
被乗数を固定して,乗救だけを関連づ
けて考えやすいように数値を工夫し,
3-10-30-32の順に取り上げるように
するOこれにより,既習の十進位収り記
数法のしくみやかけ罪九ノLを泊用しやす
くなり,25×30の計算の仕方を,
30-3×10と考えて,既習の25×3と25×
1 7-
10をもとにして兄いだすことができるよ
うにしている｡
②操作の工夫をする
25×30,のようなかけ算を,アレー図
を使って考えさせるようにする｡これによ
り,25×30-25×3×10のように乗数をど
う分ければよいかを視'党を過してとらえや
すくし,既習の十進位取り記敬はのしくみ
やかけ井九九を活用しやすくする.
25×30
bぎ〇〇〇〇〇oooo
…qOOOOOOOOO
Oooooooooo
し(25×3) ×】0
③既習の原理 ･法則を活用するよさを味
わせる場の工夫をする
25×30のかけ算の計舞の仕方として次
のような考えを兄いだしたところで,
｢習ったことを使って分かりやすいか｣
の見直しの観点を取り出してそれぞれの
考えを見直させるようにする｡
(ア) 25×30-25×3×10
(イ) 25×30-25×10×3
これにより,どちらの考えも既習の十
進位取り記数法のしくみやかけ算ノL九を
活用して未習の25×30のかけ井の計井の
仕方を兄いだしていることをとらえ,既
習の原理 ･法則を活用するよさがあるこ
とを感 じ取ることができるようにする0
3 研究の実際
-第3学年 ｢かけ算 (2)｣-
(1)本時のEl傾
25×30の計算の仕方は,既習の十進位
取り君己教法のしくみとかけ算九九を活用
して考えると (25×3)×10と考えれば
よいことを兄いだすことができるO
(2)ヰ時の位置づけ
木単元では,乗数が2位数の諏gT_を学
習する｡そのために,まず,2位数をか
ける計井の仕方から考えるが,これは十
進位取り記数法のしくみとかけ許ノL)Lを
楕川して考えると ｢何十をかける計井｣
と｢1位敬をかける計算｣の部分棚の和
と考えることができる0本時は,その素
地づくりとなる25×30のような何十をか
ける計罫の仕方を考える場面である｡
(3)本時の展開
Q)課題をつかむ
指導のポイント
被乗数を国定し,乗数だけを関連づけて
考えやすいように数値を工夫し,
3-10-30-32の順に取り上げるように
する｡
下のような条件不足の間脳を諾板に示し,
みかんの代金はいくらかを問う｡
問 題 くつ
1個25円のみかんを いくつか 買いま
したo
何円はらえばよいでしょう｡
このままでは,代金を求められないので買
ったみかんの個数を子どもたちが賓rHJしてき
たところで.次のように問う｡
｢3佃買ったとき,10佃買ったときは,どん
な式になるでしょう｡｣
｢30佃買ったとき.32佃買ったときはどうで
しょう｡｣
こうして,25×3.25×】0,25×30,25×32
と立式できた段階で25×30,25×32の計算の
1･方が分からないことを意拙させて｢2桁の
敬をかけるかけ算の仕方を考えていこう｣と
いう単元の課題をつかませる｡
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次に.どの計算の仕方から考えていけ
ばよいかを問い,惜敗な25×30から始め
ればよいことに気づいたところで ｢25×
30の計井の仕方を考えよう｣という木時
の課題を決めていった｡
②計井の仕方を考える
措辞のポイント
25×30のかけ算を.アレ一国を使っ
て考えさせるようにする｡
既習の (2桁)×(1桁)のかけ井の計
節などをアレ-図を倣って考えた縫収を想
起させ,アレ一国を使って考えればよいこ
とにLLづかせる｡
子どもの考えは次の2通りであるO
(ア)25×30-(25×3)米lo
0 000000000
〇〇〇〇〇〇〇〇〇
000000000
…め部分の10倍と考える
(30/39人)
(イ)25×30-(25×10)×3
…000000000()
000000000○
○〇〇〇〇〇〇〇〇〇
日の部分の3倍と考える
(31/39人)
く22/39人は両方の考えをもった)
③計罪の仕方を話し合う
冶導のポイント
｢習ったことを使って分かりやす
いか｣の見直しの観点を取り出
して,それぞれの考えを見直さ
せるようにする｡
L i_
(7)の考えと (イ)の考えをアレ-凶を川
いて発表させ,どちらの考えも分かるまで誠
し合わせる｡2つの考えか分かりきったとこ
ろで.それぞれの考えの違いが分かるように
小鬼だLをつけるようにする｡考えの追いが
はっきりすると,どちらの考えがよりよいか
を7-どt)は意識してくる｡そこで,どちらの
考えがよりよいかを白山に探らせるようにす
る｡
｢(ア)の考えの方が,′卜さい散のかけ算
をして品後に】0倍すればいいから同地だ｣,
｢(イ)の考えの方が難 しいとも考えられな
い｣などという忍見がでて決着がつかないO
そこで,それぞれの考えのよさを問い,
｢(ア)の考えt)(イ)の考えも今までに滑
った計算を使って計井しているから分かりや
すい｣という答えが逼ってきたところで,ど
ちらの考えも既習のかけ罪が仕えるように30
を分解 して考えたよさをしっかり認めるよう
にした｡
(4)その後の展開
第2時の25×32の計罪の仕方を考える場血
では,進んでアレー図に表し.既習の十進位
枇り記数法のしくみやかけW_九九をf占川して
25×32を25×30と25×2に分けて25×32-25
×30+25×2と計井していった｡
25×32-25×30+25×2
????????????? ‥
0 000000
25×30
?? ? ? ? ?
? ?
??
?
??
?
4 本研究のまとめ
本研wt.では,第3学年 ｢かけ罪 (2)｣にLt':I.
点をあて. ｢原理 ･法則をはrr7する力｣を市て
る指導方法を探っていった.その結果, ｢数値
の工夫｣ ｢操作の工夫｣ ｢場の工人｣が有効で
あったと考えている｡
(平成8年3月19日受理)
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